
 

民俗芸能伝承に係る取組状況 

 

（ふりがな） 

民俗芸能名 

（みねのぶ ししまい） 

 峰延獅子舞 

保存団体名 峰延獅子舞保存会 

保存会員数の推移 

（うち小・中・高生） 

H20.10 H25.10 H30.10 

  20人 

（  0人） 

   20人 

（  0人） 

   28人 

（  7人） 

子どもたちに対する伝

承活動の内容 

  

 これまでの経過 

 取組内容 

取組体制 

 学校との連携 

 保護者との連携 

 指導方法 

 指導会場 

 指導頻度 

   などを記入 

 

・平成 26年度まで活動を休止していたが、平成 27

年度の峰延獅子舞復活プロジェクトにより活動再開。 

 

― 再開後の活動内容 ― 

市内の小中学校児童・生徒を対象に民俗芸能子ども伝

承講座の開催 

 

伝承講座の内容：獅子舞の歴史学習、映像で見る獅子 

舞演舞、獅子舞の道具に触れる 

 

 

 

伝承活動を継続する上

での工夫 

子どもに限らず保護者をはじめ、多くの方に演舞披露

や体験講座などを通して峰延獅子舞を知ってもらう積

極的な PR活動 

伝承活動を継続する上

での課題 

・指導者が農業に従事しているため、繁忙期が多く、

時期の調整が難しい 

・子どもたちについて伝承活動体験後の保存団体への

加入に結びつかない 

発表機会 

※年間の発表回数と発

表会場を記入 

（過去３年分） 

H28：5回（びばい歌舞裸祭り会場ほか） 

H29：3回（峰延夏まつり会場ほか） 

H30：2回（びばい歌舞裸祭り会場ほか） 

 

 








